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別れ。そして、新たな出会いへ…
　３月は別れの季節。小竹中学校では、３月１０日に卒業式が行われました。卒業生代表の中島竜さんが３年間を振り返りなが

ら、「お世話になった方
かたがた

々に大人になって恩返しができるよう、精いっぱい頑張ります。」と感謝のことばを述べました。式では

卒業生全員で「旅立ちの日に」や「仰げば尊し」などを合唱し卒業生の目には涙があふれていました。また、３月１８日には町内小

学校で卒業式が行われ、中学校の新しい制服を身につけた卒業生が一人ひとり、将来への決意のことばを述べました。この先に

待つ未来への期待と不安を胸に、新たな一歩を踏み出しました。

小竹中　卒業生５０名 西小　卒業生１４名

南小　卒業生２２名北小　卒業生１４名
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「地域づくり事業」、はじめませんか？

②区のシンボル（記念碑）

　区の集会所横広場に、区のシンボルとなる記念碑を作り
ました。　記念碑はレンガやインターロッキング等を埋め
合わせて区の皆さんの協力を得て製作しました。
　作業中に子どもたちが寄ってきて作業が中断することも
ありましたが（笑）、そういったことも区が明るくなるきっ
かけになったと感じます。「なにか作ってる」と子どもたち
の間で話題となり、それを聞いた他の子どもがまた来て…
と次々に子どもが集まるようになり、保護者も集まり、そ
こで子ども同士、親同士、そして親子の、より深いつながり
ができました。その効果は歴然で、昨年夏には、もう何年も
行っていなかった区集会所でのお泊まり会が実施されまし
た。みんなでビデオを見たりゲームをしたりして盛り上が
り、ぜひ来年も、という話になっているようです。

①ふれあい川柳通り

　区の団地内のブロック塀に区の皆さんから募集した川柳
を掲示しました。
　昨年１０月から回覧板により募集をかけたところ、たく
さんの川柳が集まりその中から選出した約４０句を掲示し
ています。川柳を掲示している竹細工は中央公民館の田代
博昭さんに、枠のペンキ塗りは老人会や役場の地域担当職
員に協力してもらい作成しました。
　「わが妻は むかし姫様 今は殿」（１３組 宮崎一雄さん）な
ど、思わず吹き出してしまうような川柳に、通りを通る人の
心も和みます。完成してからは、他の区から散歩がてら見に
来られたりするかたもいて、反響は大きいです。通りを通る
人が増えれば、防犯にもつながり、かなりの相乗効果です。

あいさつがたくさん行き交う地域、古くからの伝統が受け継がれている地域、人がたくさん集まる地域…

住みたくなる地域ってどんな地域でしょう。

町内各自治会では、町が推進する地域づくり事業を活用し、これまでにさまざまな地域づくりの取り組みが進められてきまし

た。

地域づくりは、そこに住む方
かたがた

々の、“地域への想い”から始まります。

だれもが住みたくなるまちを目指して、まずは自分の住む地域から、地域づくりをもう一度考えてみませんか？

今回は、自治会長さんを中心に行った、栄町区の「元気なまちづくり事業」の取り組みを紹介します。
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④憩いの場づくり

　集会所前に掲示板を新設し、また、輪投げや紙ずもうと
いった室内遊具を製作しました。
　製作は、老人会（サロン）の皆さんにお願いし協力を得る
ことができました。掲示板には役場からのお知らせや“振り
込め詐欺”などへの注意喚起ポスターなどを掲示していま
す。室内遊具は老人会やサロンの活動時に利用してもらっ
たり、何かの機会で子どもたちが集まったときなどに遊ん
だりしています。今後は、それらを使ったゲーム大会などを
行う計画を立てています。そこで勝った人の手形を区の記
念碑に収めようか…なんてアイデアも生まれています。そ
うして、人がたくさん集まる場ができると、みんなが笑顔に
なれます。

③健康づくり（ラジオ体操）

　昨年７月２１日から９月３０日まで、毎朝ラジオ体操を行
いました。
　数年前に行っていた頃は夏休み中の子どもたちが対象で
したが、今回久しぶりの開催にあたり大人や年配のかたに
も広く声かけをしました。朝７時から、土日休みもなく、毎
日実施しました。はじめは参加者が集まるか心配していま
したが、一日平均１５・６人、期間中述べ１,２００人ほどの参
加がありました。偶然散歩していたかたが飛び入り参加す
ることもしばしば。子どもも大人もしっかり“はんこ”をも
らって帰りました。
　ラジオ体操はまじめにすると結構良い運動になるもの
で、参加したかたの中には、「おかげで体力がつき、長い間足
が遠のいていた盆踊りに今年参加することができた」とい
うかたもいらっしゃいました。

〈お話〉栄町区自治会長　中村博文さん

「できたからそれで終わり、ではなく、それを生
かした次なるコミュニティーの充実・強化を図
ることが本来の目的です。一つの取り組みが相
乗効果を生み出し、大きな成果を生み出してい
ます。」と栄町区自治会長の中村博文さん。
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◉
ま
ち
づ
く
り

　

第
４
次
小
竹
町
総
合
計
画
の
最

終
目
標
年
次
と
し
て
、
現
行
計
画
の

検
証
を
踏
ま
え
、
こ
の
先
10
年
間
の

町
政
の
指
針
と
な
る
第
５
次
総
合

計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　

本
町
に
お
け
る
喫
緊
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
の
抑
制
、
移
住
定
住

の
促
進
、
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
創
出
な

ど
の
解
決
に
向
け
、
本
年
２
月
に
策

定
し
た「
小
竹
町
総
合
戦
略
」に
掲

げ
る
事
業
を
積
極
的
に
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

◉
企
業
誘
致

　

現
在
、
小
竹
団
地
に
は
17
社
の
企

業
進
出
が
決
定
し
て
お
り
、
工
業
団

地
を
有
す
る
近
隣
自
治
体
と
比
較

し
て
も
順
調
に
企
業
誘
致
が
進
ん

で
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
中
に
は
、

物
流
関
連
企
業
が
操
業
開
始
予
定

で
、
残
す
と
こ
ろ
あ
と
１
区
画（
二
・

一
ヘ
ク
タ
ー
ル
）と
な
り
ま
し
た
。

全
区
画
譲
渡
完
了
に
向
け
、
積
極
的

な
誘
致
活
動
を
行
い
ま
す
。

◉
福
祉
施
策（
高
齢
者
・
障
害
者
）

　
「
小
竹
町
地
域
福
祉
計
画
」を
策

定
し
、町
民
・
地
域
・
行
政
の
協
働
の

も
と
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
の

中
で
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
目
指

し
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

本
年
４
月
か
ら
要
介
護
者
を
対
象

と
し
た
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス（
訪
問

介
護
・
通
所
介
護
）を
町
の
介
護
予

防
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま

す
。
今
後
は
、
地
域
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
主
体
の
サ
ー
ビ
ス
を
順
次
提
供

で
き
る
よ
う
、
実
施
に
必
要
な
人
材

育
成
や
研
修
等
の
支
援
に
努
め
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、「
介
護
予
防
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
事
業
」を
実
施

し
、「
健
康
長
寿
・
老
い
楽
の
町
」を

目
指
し
ま
す
。

　

障
害
の
あ
る
人
に
と
っ
て
も
住

み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め
、
障
害

を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
に
向

け
た
職
員
対
応
要
領
を
定
め
、
さ
ら

に
、
直
鞍
２
市
２
町
で
組
織
す
る

「
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域
協
議

会
」で
障
害
者
か
ら
の
相
談
や
差
別

解
消
の
た
め
の
取
り
組
み
を
行
い

ま
す
。

◉
福
祉
施
策（
子
育
て
支
援
）

　

昨
年
４
月
に
開
園
し
た「
小
竹
こ

ど
も
園
」は
、
保
護
者
の
ご
協
力
の

も
と
、
職
員
一
丸
と
な
っ
て
運
営
し

て
い
ま
す
。
施
設
内
に
併
設
す
る
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利
用
促
進

に
努
め
る
と
と
も
に
、
保
育
料
の
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
、
多
子
世
帯
、

ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
経
済
的
支

援
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
事
業
と
し
て
、「
乳
児

家
庭
全
戸
訪
問
事
業
」「
養
育
支
援

訪
問
事
業
」「
子
ど
も
を
守
る
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
機
能
強
化
事
業
」、

さ
ら
に
、「
子
育
て
援
助
活
動
支
援

事
業（
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
事
業
）」等
を
実
施
し
、
子
育

て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◉
国
民
健
康
保
険

　

後
期
高
齢
者
医
療

　

国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
け
る

財
政
状
況
は
危
機
的
な
状
況
に
あ

り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
平
成
28
年
度

か
ら
２
か
年
に
わ
た
り
段
階
的
に
、

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
等
を
引

き
上
げ
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
医
療
費
通
知
は
が
き
等

を
送
付
し
、
適
正
受
診
を
働
き
か
け

る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
疾
病
の
重
症
化
予
防
へ
取
り

組
む
保
健
事
業
を
進
め
て
い
き
ま

す
。
後
期
高
齢
者
医
療
で
は
、
後
期

高
齢
者
広
域
連
合
と
連
携
を
図
り
、

制
度
の
安
定
運
営
に
努
め
ま
す
。

◉
健
康
増
進
施
策

　

日
頃
か
ら
一
人
ひ
と
り
が
健
康

状
態
に
気
を
配
り
、
疾
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
に
よ
り
重
症
化
を
防

ぐ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

平
成
28
年
度
は
、
乳
幼
児
健
康
診

査
や
未
熟
児
、
新
生
児
訪
問
指
導
、

感
染
症
予
防
接
種
等
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
基
本
健
診
や

が
ん
検
診
な
ど
の
受
診
率
向
上
を

目
指
し
ま
す
。

◉
環
境
対
策

　

本
町
が
掲
げ
る「
水
の
都
」の
基

本
理
念
に
基
づ
き
、
国
土
交
通
省
遠

賀
川
河
川
事
務
所
と
連
携
し
た「
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
」

の
施
設
整
備
や
遠
賀
川
河
川
公
園

の
整
備
に
よ
り
、
水
辺
環
境
が
充
実

し
て
き
ま
し
た
。
今
後
は
、
水
辺
学

習
の
場
や
町
民
の
皆
様
の
、
憩
い
の

場
と
し
て
の
利
活
用
を
進
め
ま
す
。

　
「
自
ら
住
む
町
の
環
境
は
自
ら
守

る
」と
い
う
環
境
意
識
の
向
上
の
た

め
、
年
２
回
の
環
境
美
化
運
動
の
実

施
や
家
庭
ご
み
の
適
切
な
処
理
体

制
の
確
保
に
努
め
ま
す
。
ご
み
の
不

法
投
棄
や
公
害
に
つ
い
て
は
、
未
然

に
防
止
す
る
監
視
体
制
を
整
備
し

ま
す
。

◉小竹町のデータ（平成２８年１月現在）

高齢化率 ３６．６４％
（前年度比 ＋１．３８％）

要支援
要介護認定者数

６８４人
 （前年度比 ＋３１人）

施政方針
平成２８年度のおもな町政施策を紹介します。
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◉
農
林
業
の
振
興
・
整
備

　

農
業
政
策
の
大
き
な
課
題
で
あ

る
農
地
利
用
の
最
適
化
の
た
め
、
新

規
参
入
者
や
担
い
手
と
な
る
後
継

者
の
確
保
・
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

米
麦
共
同
乾
燥
調
製
施
設
は
、
平

成
11
年
の
稼
働
か
ら
16
年
が
経
過

し
、
相
当
な
老
朽
が
進
ん
で
い
る
こ

と
か
ら
、
３
か
年
度
に
わ
た
る
設
備

の
改
修
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
も
、
後

継
者
育
成
の
た
め
、
狩
猟
わ
な
免
許

取
得
に
か
か
る
経
費
支
援
を
継
続

し
ま
す
。

◉
商
工
業
の
振
興
・
観
光
ま
ち
づ
く

　

り
・
消
費
者
生
活
相
談

　

商
工
会
へ
の
財
政
支
援
を
行
い
、

に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
本
町
で
創
業
し
よ
う
と
す
る
人

が
国
の
支
援
を
受
け
ら
れ
る
よ
う

措
置
す
る
な
ど
引
き
続
き
中
小
企

業
者
へ
の
支
援
も
行
い
ま
す
。

　

観
光
事
業
と
し
て
、「
小
竹
コ
コ

だ
け
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
事
業
」を
継
続

し
、
観
光
案
内
人
の
育
成
や
、
町
へ

の
来
訪
者
を
増
や
す
た
め
の
魅
力

発
信
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
近
年
増
加
し
て
い
る「
振

り
込
め
詐
欺
」な
ど
へ
の
対
策
と
し

て
、「
直
鞍
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
」と

協
力
し
、
情
報
提
供
と
注
意
喚
起
に

努
め
ま
す
。

◉
河
川
・
道
路
整
備
事
業

　

河
川
整
備
と
し
て
現
在
進
め
て

い
る
基
地
周
辺
障
害
防
止
対
策
事

業
に
よ
る
蛇
牟
田
川
改
修
工
事
は
、

平
成
29
年
度
の
完
成
を
目
指
し
実

施
し
て
い
き
ま
す
。　

ま
た
、
道
路

整
備
で
は
町
道
御
徳
・
頴
田
線
を
平

成
28
年
度
、
町
道
中
島
・
芦
北
幹
線

は
平
成
29
年
度
を
工
事
完
成
年
度

と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
ト
ラ
イ
ア
ル
前
の
町
道
南

良
津
・
勝
野
幹
線
の
道
路
舗
装
工
事

お
よ
び
町
道
浄
光
１
号
線
の
道
路

拡
幅
を
実
施
し
ま
す
。

◉
町
営
住
宅
施
策

　

現
在
ほ
ぼ
満
室
の
状
況
が
続
い

て
い
る
新
多
定
住
促
進
住
宅
は
、
今

後
も
指
定
管
理
者
と
連
携
を
図
り
、

定
住
希
望
者
へ
の
住
環
境
の
整
備

お
よ
び
定
住
人
口
の
確
保
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

七
福
団
地
の
建
て
替
え
に
つ
い

て
は
、
民
間
活
力
導
入
検
討
業
務
の

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
建
替
事
業
に

向
け
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー

業
務
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

◉
学
校
教
育

　

本
町
の
教
育
活
動
を『
こ
た
け

「
つ
な
が
る
」学
び
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
』と
称
し
、
各
学
校
・
地
域
・
家
庭

お
よ
び
専
門
機
関
が
つ
な
が
り
な

が
ら
、
活
力
と
総
合
力
あ
る
教
育
を

一
層
推
進
し
ま
す
。

　

昨
年
４
月
、
中
学
校
が
念
願
の
学

校
給
食
を
開
始
し
、
こ
れ
に
よ
り
町

内
す
べ
て
の
学
校
が
完
全
給
食
と

な
り
ま
し
た
。
今
後
も
食
育
活
動
に

努
め
、
地
産
地
消
を
推
進
し
安
全
で

安
心
な
給
食
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
進
め
て
き
ま

し
た
学
校
大
規
模
改
修
は
、
平
成
28

年
度
に
北
小
学
校
、
平
成
29
年
度
に

は
西
小
学
校
に
お
い
て
改
修
工
事

に
着
手
し
、
小
竹
町
学
校
施
設
整
備

第
７
次
５
か
年
計
画
に
基
づ
い
た

工
事
が
終
了
す
る
予
定
で
す
。

◉
社
会
教
育

　

地
域
課
題
に
対
処
す
る
人
材
の

育
成
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち

づ
く
り
、
協
働
に
よ
る
新
た
な
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
な
ど
、
社
会
教

育
、
生
涯
学
習
の
さ
ら
な
る
振
興
は

欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
大
き
な

施
策
の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、「
ふ
れ
あ
い
運

動
会
」の
開
催
、「
ま
な
ぶ
・
集
う
・
繋

ぐ
公
民
館
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
た
生
涯
学
習
活
動
、「
絵
本
の

読
み
聞
か
せ
活
動
」、「
小
竹
町
人
権

教
育
・
啓
発
基
本
指
針
」に
基
づ
く

人
権
教
育
等
に
取
り
組
ん
で
い
き

ま
す
。

◉
病
院
経
営

　

平
成
28
年
度
か
ら
は
常
勤
医
師

の
招
へ
い
が
見
込
ま
れ
、
地
域
医
療

に
応
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
ま
だ
ま
だ
医
師
を

は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
も
急
務

で
あ
り
、
関
連
大
学
病
院
や
民
間
の

力
を
活
用
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
と
経
営
の
健
全
化
お
よ
び
資
金

不
足
の
解
消
に
努
め
ま
す
。

◉
上
下
水
道
事
業

　

水
道
事
業
を
取
り
巻
く
経
営
が

年
々
厳
し
さ
を
増
す
中
、
今
後
は
近

隣
水
道
事
業
者
と
の
業
務
の
共
同

化
に
向
け
て
協
議
を
行
い
、
将
来
の

「
事
業
統
合
」と
段
階
的
な
広
域
化

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

早
期
整
備
が
本
町
の
優
先
的
課
題

で
あ
り
、
財
政
状
況
に
十
分
に
留
意

し
な
が
ら
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
平
成
27
年
度
に
整
備
が
完
了
し

た
勝
野
１
区
の
一
部
は
本
年
に
供

用
開
始
予
定
で
あ
り
、
す
で
に
供
用

開
始
し
て
い
る
地
区
と
併
せ
て
、
接

続
促
進
に
努
め
ま
す
。
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組
織
再
編

平
成
28
年
4
月
１
日
か
ら
、組
織
が
変
わ
り
ま
す
。

行
政
組
織
の
ス
リ
ム
化
へ

　

昨
年
11
月
に
策
定
し
た「
第
６
次
小
竹
町
行

政
改
革
大
綱
」に
基
づ
き
、今
後
町
で
は
、行
政

経
費
を
抑
制
し
つ
つ
収
入
の
確
保
を
図
る
と

と
も
に
、
機
構
や
事
務
事
業
を
見
直
し
、
定
員

管
理
の
適
正
化
、
人
件
費
の
抑
制
等
と
併
せ
組

織
の
ス
リ
ム
化
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
の
組
織
の
見
直
し
と
し
て
、
昨

年
度
ま
で
の
産
業
課
と
生
活
環
境
課
を
統
合

し
、農
政
環
境
課
と
し
ま
す
。そ
れ
に
伴
い
、庁

舎
内
の
配
置
も
変
わ
り
ま
す（
下
記
参
照
）。

　

皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

そ
の
他
の
再
編
内
容
は
、左
記
の
と
お
り
で

す
。

　

町
で
は
、効
率
的
で
質
の
高
い
住
民
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
を
目
指
し
、皆
様
と
共
に
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◉課および係の統廃合（変更箇所のみ）

旧機構 新機構
◉総務課

　　情報係
　　人権係

◉総務課
　　情報人権係

◉まちづくり政策課
　　企業誘致係

◉まちづくり政策課
　　商工観光係

◉生活環境課
　　生活環境係
　　環境美化センター

◉農政環境課
　　農業振興係
　　環境係
　　環境美化センター

◉産業課
　　農林振興係
　　農業整備係
　　商工係

◉上下水道課
　　業務係
　　工務係
　　下水道技術係
　　下水道事務係

◉上下水道課
　　水道事務係
　　水道技術係
　　下水道係

◉教育課
　　社会教育係
　　公民館係

◉教育課
　　社会教育係

庁舎案内図

まちづくり
政策課

まちづくり
推進係
企画係

商工観光係

管財課

住宅管理係
管財係
建築係

建設課 農政環境課

建設事務係
建設技術係

農業振興係
環境係

環境美化センター

別棟２階 別棟１階 １階

総務課

庶務係
人事係

情報人権係
財政係

福祉課

子育て支援係

一般福祉係
高齢者福祉係

包括支援センター

健康増進課

保険年金係

税務住民課 会
議
室

副
町
長
室

町
長
室

電
算
室

男子
トイレ

障害者用
トイレ

（オストメイト）

宿
直
室

女
子
ト
イ
レ

談
話
室

会
計
課

会
計
係

福銀

正面玄関

収
納
係

税
務
係

住
民
係

ロビー

２階（上下水道課）および３階（議会事務局）は変更ありません。
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町長の動き
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町 長 コ ラ ム
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句
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２月２３日
国保運営協議会 庁内会議室

市町村共済組合会 福岡県自治会館

２月２４日 自衛隊飯塚駐屯地入隊者あいさつ 町長室

２月２５日 福岡県自治振興組合定例会 福岡県自治振興組合

２月２６日 宮若市外２町じん芥処理施設組合全員協議会 くらじクリーンセンター

２月２９日 県町村会定期総会 福岡県自治会館

３月１日

庁議 庁内会議室

ＪＡ直鞍農協来庁 町長室

筑豊地区特別対策班解任辞令交付 町長室

３月２日
議会運営委員会 庁内会議室

直方警察署長新任あいさつ 町長室

３月３日 ３月定例会（〜１７日まで） 議場

３月１０日
小竹中卒業式 小竹中学校

宮若市外二町じん芥処理施設組合正副組合長会 くらじクリーンセンター

３月１２日
健康ウオーキング大会 保健センター

第三高射特科群創隊４５周年記念祝賀会 飯塚駐屯地

３月１３日 筑豊地区自衛隊入隊激励会 のがみプレジデントホテル

３月１６日 飯塚駐屯地 星指指令来庁 町長室

３月１８日 商工会役員協議 町長室

３月２０日 観光まちづくりフォーラム 児童体育館

　

万
物
に
生
き
生
き
と
し
た
気
が
み
な
ぎ
っ
て

く
る
４
月
を
迎
え
た
。季
節
の
勢
い
と
は
裏
腹
に

町
の
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
、行
政
改
革
と
地
方

創
生
総
合
戦
略
を
盛
り
込
ん
だ
平
成
28
年
度
予

算
が
議
会
の
承
認
を
得
て
決
ま
っ
た
。
今
回
の

行
政
改
革
は
事
業
の
縮
小
、
延
期
、
廃
止
な
ど
も

視
野
に
入
れ
各
種
団
体
へ
の
補
助
金
削
減
と
併

せ
、町
民
の
皆
様
に
も
大
き
な
負
担
を
強
い
る
こ

と
と
な
り
胸
が
痛
む
。
米
国
の
心
理
学
者
・
セ
リ

グ
マ
ン
博
士
に
よ
れ
ば
悲
観
的
な
人
は
悪
い
状

況
が「
ず
っ
と
続
く
」と
思
い
込
む
。楽
観
的
な
人

は「
一
時
的
」と
捉
え
、そ
れ
を
バ
ネ
に
努
力
で
き

る
。
そ
の
心
の
楽
観
度
が
、
人
生
の
幸
福
や
成
功

に
深
く
関
わ
る
と
い
う
。
私
も「
き
っ
と
良
く
な

る
。良
く
す
る
」と
い
う
楽
観
論
を
保
ち
、行
政
の

舵か
じ

取
り
役
と
し
て
、
自
ら
を
厳
し
く
律
し「
暮
ら

し
を
支
え
る
絆
社
会
」を
目
指
し
た
い
。
先
月
３

月
11
日「
東
日
本
大
震
災
」発
生
か
ら
５
年
の
歳

月
が
刻
ま
れ
た
。
被
災
地
の
首
長
は
、「
創
造
」ど

こ
ろ
か
震
災
前
に
戻
す「
復
旧
」す
ら
見
通
せ
な

い
と
語
る
。「
再
生
に
向
か
う
唯
一
の
道
は
、街
並

み
や
産
業
だ
け
で
な
い
。一
人
ひ
と
り
の
心
の
復

興
こ
そ
真
の
復
興
。」（
陸
前
高
田
市
・
戸
羽
市
長

の
言
）そ
こ
に
住
む
人
た
ち
に
生
き
る
勇
気
と
希

望
が
わ
い
て
く
る
歩
み
。そ
れ
こ
そ
が
地
域
の
再

生
に
つ
な
が
る
道
で
は
。
町
づ
く
り
は「
一
人
を

大
切
に
す
る
心
」で
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
改

め
て
知
っ
た
。
被
災
地
に
と
ど
ま
ら
ず
、
全
国
す

べ
て
の「
地
方
創
生
」に
問
わ
れ
る
姿
勢
だ
ろ
う
。

　

小
竹
町
長　

黄き

水す
い
せ
ん仙

活い

け
て
小ち

い

さ
な
道み

ち

の
駅え

き

　
　
　
　
時
川
寿
美
子

啓け
い

蟄ち
つ

や
売う

り

家や

の
旗は

た

の
翻

ひ
る
が
え

り
　
　
　
　
　
　
門
田　

睦
子

余よ

生せ
い

と
は
何い

つ時
か
ら
を
云い

ふ
沈ぢ

ん

丁ち
ょ
う

花げ

　
　
尾
上　

礼
子

春は
る

場ば

所し
ょ

や
人に

ん

気き

力り
き

士し

に
湧わ

く
歓か

ん
せ
い声

　
　
　
小
嶋　

亮
子

待た
い

春し
ゅ
ん

の
音を

と

ふ
り
こ
ぼ
す
英ひ

こ彦
の
鈴す

ず

　
　
　
選
者　
　

吟

初
音
句
会

阿
部
天
風　

選

つ
く
し
摘つ

む
役や

く

場ば

職し
ょ
く

員い
ん

土ど

て堤
下を

り
る
　
　
松
尾　

治
子

囀さ
え
ず
り

や
山や

ま

を
背せ

負を

い
て
父ふ

ぼ母
の
墓は

か

　
　
　
　
原
賀　

静
子

啓け
い
ち
つ蟄
や
木で

く偶
の
中な

か

よ
り
木で

く偶
出い

ず
る
　
　
松
尾
清
一
郎

木き

の
芽め

雨あ
め

火ひ

の
山や

ま

と
き
に
煙け

む
り

吐は

く
　
　
　
安
藤
つ
き
子

フ
ア
ッ
ク
ス
で
送を

く

る
レ
タ
ー
や
雛ひ

な

祭ま
つ
り

　
　
選
者　
　

吟

小
竹
同
人
句
会

阿
部
天
風　

選
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役 場 か ら の お 知 ら せ

8

狂犬病予防注射実施日程　※雨天の場合でも実施します。

月　日 場　所 時　間

４月１３日
（水）

兵丹区公民館 9:15 〜 9:30

南良津区公民館 9:40 〜 9:55
米麦共同乾燥調整施設

（新山崎区） 10:05 〜 10:20

保健センター前 10:30 〜 10:45

中央１集会所 10:55 〜 11:05

勝野２区公民館 11:15 〜 11:30

勝野１区公民館 11:40 〜 11:50

赤地区公民館 13:15 〜 13:35
御徳２区公民館

（東住民センター） 13:45 〜 14:05

御徳１区公民館 14:15 〜 14:25

御徳３区公民館 14:35 〜 14:55

小竹区公民館 15:05 〜 15:15

４月２６日
（火）

毛勝区公民館 13:30 〜 13:40

西校区水防倉庫前
（旧新多消防格納庫） 13:45 〜 14:10

芦北区公民館 14:20 〜 14:30

七福コミュニティセンター 14:40 〜 14:55

南住民センター
（峰畑区） 15:05 〜 15:25

▶料　金
　【新規登録の場合】
　　登録手数料（１頭）　３，０００円　
　　注射料　　（１頭）　２，６００円
　　注射済票　（１頭）　　55０円
　　　　　合　計　　　６，１５０円

　【登録済みの場合】
　　注射料　　（１頭）　２，６００円
　　注射済票　（１頭）　　55０円
　　　　　合　計　　　３，１５０円

※当日は、なるべくおつりがいらないようにご準備くださ
　いますよう、ご協力お願いします。

※犬の登録と予防注射は、飼育場所が屋内・屋外に関わらず
　飼い主の義務です。この義務を怠ると、狂犬病予防法第
　２７条により、「２０万円以下の罰金」に処せられます。

※右記予防接種日程の都合が悪い場合は、かかりつけ
　の動物病院等で、注射を受けることも可能です。
　病院によっては、往診制度もありますので、動物病
　院にお問い合わせください。

生後３か月以上の犬は、狂犬病予防注射を忘れずに
問い合わせ▶農政環境課環境係☎２・１９４６

有害鳥獣捕獲のお知らせ
問い合わせ▶農政環境課農業振興係
　　　　　　☎２・１１６７

　

農
作
物
等
へ
の
被
害
を

防
ぐ
た
め
、箱
わ
な
に
よ
る

イ
ノ
シ
シ
の
捕
獲
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。事
故
防
止
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。期
間
は
次
の
と
お
り

で
す
。

【
期
間
】

４
月
１
日（
金
）か
ら

10
月
31
日（
月
）ま
で

【
場
所
】町
内
全
域

平成２８年度第１回

生涯学習公開講座を開催します
問い合わせ▶教育課社会教育係☎２・０４５２

　

平
成
28
年
度
第
１
回
目

の
生
涯
学
習
公
開
講
座
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

【
日
時
】

５
月
25
日（
水
）

10
時
か
ら
11
時
30
分
ま
で

【
場
所
】中
央
公
民
館

　
　
　

２
階
大
研
修
室

【
講
師
】原　

寛
氏

（「
新
老
人
の
会
」福
岡
支
部

世
話
人
代
表
・
九
州
連
合
代

表
）

※
詳
し
く
は
、
ひ
ま
わ
り
だ

よ
り
５
月
号
と
同
時
に
回
覧

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
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固形燃料用ごみ（燃えるごみ）

毛勝区３組

５月５日（木）の

ごみの収集は

お休みです。

新多区

本町区

栄町区

勝野１区

勝野２区

小竹区

５月３日（火）の

ごみの収集は

お休みです。

七福区

峰畑区

芦北区

中央区

ごみ収集の休業日のお知らせ
問い合わせ▶農政環境課環境係
　　　　　　☎２・１９４６

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

平成２８年度学生納付特例の申請受付が始まります
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４／直方年金事務所☎０９４９・２２・０９０５

学
生
納
付
特
例
と
は

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付

が
困
難
な
学
生
が
毎
年
４
月

以
降
に
申
請
し
、
承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

　

平
成
27
年
度
学
生
納
付
特

例
の
承
認
を
受
け
た
人
で
、
平

成
28
年
度
も
同
じ
学
校
に
在

学
す
る
人
に
は
、
学
生
納
付
特

例
申
請
の
は
が
き
が
日
本
年

金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。

こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
送
す
る
こ
と
で
学

生
納
付
特
例
の
申
請
が
で
き

ま
す
。

▼
こ
の
対
象
で
な
い
学
校
も

　

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
申

　

請
時
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
学
校
な
ど
が
変
わ
っ
た
人

　

は
、
あ
ら
た
め
て
申
請
が
必

　

要
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注

　

意
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

　

学
生
証（
ま
た
は
在
学
証
明

　

書
）、
印
か
ん（
代
理
人
が
申

　

請
す
る
場
合
の
み
）

○
申
請
で
き
る
期
間

※
平
成
28
年
度

　

学
生
納
付
特
例
申
請
の
受
付

　

平
成
28
年
４
月
１
日（
金
）

　

か
ら

　　　

保
険
料
免
除
、
納
付
猶
予

を
さ
れ
た
月
か
ら
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
保
険
料
を
後
か

ら
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す（
追
納
）。追
納
す
る
と
、老

齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
計
算

に
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
追
納

す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま

す
。た
だ
し
、猶
予
し
て
か
ら

２
年
経
過
す
る
と
経
過
し
た

年
数
に
応
じ
て
保
険
料
に
加

算
金
が
つ
き
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、追
納

す
る
場
合
は
、
直
方
年
金
事

務
所
に
納
付
書
を
請
求
し
て

く
だ
さ
い
。

追納制度を
ご利用ください。

平成２７年国勢調査

人口速報集計結果発表！
問い合わせ▶まちづくり政策課商工観光係
　　　　　　☎２・１２１４

◉福岡県の人口 ： ５,１０２,８７１人
　　　　　　（前回※比）　３０,９０３人 、 ０．６％増加

◉福岡県の世帯数 ： ２,１９９,４２９世帯
　　　　　　（前回比）　８８,９６１世帯 、 ４．２％増加

◉小竹町の人口 ： ７,８１５人
　　　　　　（前回比）　７８７人 、 ９．１％減少

◉小竹町の世帯数 ： ３,３３３世帯
　　　　　　（前回比）　１７８世帯 、 ５．１％減少

※前回…平成２２年国勢調査

　平成２７年国勢調査人口予想クイ
ズへの、多数のご応募ありがとうご
ざいました。
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　「持続可能な医療保険制度を構築するための国民健康保険法等の一部を改正する法律」（平成２７年５月２９日公布）により、
入院時の１食あたりの食事療養（生活療養）標準負担額が段階的に以下のとおり変更になります。
　ただし、住民税非課税世帯の負担額は引き上げないこととするほか、平成２８年４月１日時点で１年を超えて精神病床に入
院している患者、指定難病および小児慢性特定疾病の患者であって一般区分に該当する人などについては現行のままです。

平成２８年４月から

入院時の食事療養（生活療養）標準負担額が変わります。
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４

◉一般病床・精神病床等

自己負担区分 過去１２か月の
入院日数

１食あたり
７０歳未満 ７０歳以上

住民税
課税世帯

区分ア〜エ
現役並み所得者

一般
− ２６０円

住民税
非課税世帯

区分オ
低所得者Ⅱ

９０日未満 ２１０円

９０日以上 １６０円

低所得者Ⅰ − １００円

１食あたり

３６０円

平成２８年４月１日〜

１食あたり

４６０円

平成３０年４月１日〜

◉療養病床　　医療区分Ⅰ…入院医療の必要性の高くない患者／医療区分Ⅱ…入院医療の必要性の高い患者

▼６５歳未満の人

自己負担区分
過去１２か月の

入院日数
１食あたり

住民税
課税世帯

区分ア〜エ − ２６０円

住民税
非課税世帯

区分オ
９０日未満 ２１０円

９０日以上 １６０円

１食あたり

３６０円

平成２８年４月１日〜

１食あたり

４６０円

平成３０年４月１日〜

▼６５歳以上の人

自己負担区分
過去１２か月の

入院日数
医療区分Ⅰ

（＋居住費３２０円）

医療区分Ⅱ
（＋居住費０円）

住民税
課税世帯

現役並み所得者
一般

− ４６０円
※一部医療機関では

４２０円
２６０円

区分ア〜エ −

住民税
非課税世帯

低所得者Ⅱ
区分オ

９０日未満
２１０円

２１０円

９０日以上 １６０円

低所得者Ⅰ −
１３０円

老齢福祉年金受給者は
１００円

１００円

医療区分Ⅱ
（＋居住費０円）

３６０円

平成２８年４月１日〜

※その他詳細につきましては、役場保険年金係までお問い合わせください。
※住民税非課税世帯の人は、限度額適用・標準負担額減額認定証の交付が必要となりますので、入院の際には役場保険年金係
　窓口で申請してください。

医療区分Ⅱ
（＋居住費０円）

４６０円

平成３０年４月１日〜
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平成２８年４月１８日（月）から

直鞍地区障がい者基幹相談支援センターが新しくなります。
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９

平
成
28
年
度

小
竹
町
若
年
者
専
修
学
校

等
技
能
習
得
資
金
修
学
生

を
募
集
し
ま
す

【
貸
与
条
件
】町
内
に
在
住
し
、

経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
業

が
困
難
で
あ
り
、
職
業
訓
練
お

よ
び
技
能
習
得
の
た
め
に
修

学
に
意
欲
の
あ
る
人
で
、
次
の

条
件
を
満
た
す
人

⑴
前
年
度
に
中
学
校
、
義
務
教

育
学
校
、
高
等
学
校
も
し
く
は

中
等
教
育
学
校
を
卒
業
し
た

人
、
ま
た
は
高
等
学
校
も
し
く

は
中
等
教
育
学
校
の
後
期
課

程
を
中
退
し
た
人

⑵
指
定
さ
れ
た
専
修
学
校
等

　

に
修
学
す
る
人

※
指
定
校
に
つ
い
て
は
、
教
育

委
員
会
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

【
募
集
期
間
】４
月
１
日（
金
）

か
ら
４
月
28
日（
木
）ま
で

【
募
集
要
領
の
設
置
場
所
】

小
竹
町
教
育
委
員
会
教
育
課

学
校
教
育
係
☎
２
・
１
９
６
１

修業に意欲のある人を
応援します！
問い合わせ▶教育課学校教育係☎２・１９６１

基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

と
は
…

　

障
害
の
あ
る
人
の
た
め
の

相
談
窓
口
で
す
。
障
害
の
あ
る

人
の
悩
み
事
は
も
ち
ろ
ん
、
そ

の
家
族
、
関
係
者
か
ら
の
心
配

ご
と
を
行
政
、
福
祉
、
医
療
な

ど
の
専
門
機
関
と
連
携
し
な

が
ら
解
決
に
向
け
て
一
緒
に

考
え
ま
す
。

　

直
方
市
、宮
若
市
、鞍
手
町
、

小
竹
町
が
委
託
し
て
い
る
公

的
な
相
談
機
関
で
す
。

◉
子
ど
も
の
発
達
、
行
動
が
気

　

に
な
る
。

◉
親
亡
き
後
の
こ
と
が
心
配
。

◉
サ
ー
ビ
ス
に
は
ど
う
い
う

　

も
の
が
あ
る
の
？

◉
夏
休
み
や
放
課
後
、
子
ど
も

　

を
預
か
っ
て
く
れ
る
と
こ

　

ろ
は
な
い
の
？

◉
仕
事
や
活
動
が
し
た
い
。

◉
虐
待
を
受
け
て
つ
ら
い
。

◉
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し

　

た
い
。

◉
住
み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら

　

し
た
い
。

◉
住
宅
を
借
り
る
の
に
、
保
証

　

人
が
い
な
い
。

■
記
念
講
演
会
を

　

開
催
し
ま
す
！

日
時
▼
４
月
14
日（
木
）13
時

30
分
か
ら

場
所
▼
直
方
市
中
央
公
民
館

１
階
大
会
議
室

講
師
▼
小
賀 

久
氏（
北
九
州
市
立

大
学
文
学
部
人
間
関
係
学
科 

教
授
）

テ
ー
マ
▼
障
が
い
の
あ
る
人

が
地
域
で
豊
か
に
暮
ら
す
た

め
に
〜
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
の
意
義
と
役
割
を
考
え

る
〜

※
申
込
不
要
・
参
加
無
料

直鞍地区障がい者基幹相談支援センター かのん

◉住所：〒８２２−００２６　直方市津田町７−２０

　　　　　　　　　　　　（直方市健康福祉課別館）
◉電話：０９４９−２４−１５５１　◉ＦＡＸ：０９４９−２４−１５５２

（虐待通報については、☎０９４９−２４−１５５６ で３６５日・２４時間受け付けます。）

◉開所日時：月曜日から金曜日まで（土、日、祝日は休み）
　　　　　 ８時３０分から１７時まで

健康診査のお知らせ
問い合わせ▶福岡県後期高齢者医療広域連合
　　　　　　お問い合わせセンター
　　　　　　☎０９２６５１・３１１１

　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
で
は
、
被
保
険
者
を
対
象
に

生
活
習
慣
病
の
予
防
お
よ
び

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
目
的

と
し
て
健
康
診
査
を
行
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
健
康
診
査
の
目
的

か
ら
、
生
活
習
慣
病（
※
）の
治

療
を
受
け
て
い
る
人
な
ど
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※
生
活
習
慣
病
と
は
、糖
尿
病
、高

血
圧
症
、
脂
質
異
常
症
そ
の
他
の

疾
病
で
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積
に
起

因
す
る
も
の
で
す
。

【
受
診
期
間
】

　

平
成
28
年
４
月
下
旬
か
ら

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

（
年
１
回
）

【
受
診
票
の
送
付
時
期
】

▼
平
成
28
年
４
月
末
現
在
で

　

被
保
険
者
の
人

　

→
４
月
下
旬

▽
平
成
28
年
５
月
以
降
に

　

被
保
険
者
と
な
る
人

　

→
被
保
険
者
と
な
る
月（
75

　

歳
の
誕
生
月
な
ど
）の
上
旬

【
自
己
負
担
金
】五
百
円

【
受
診
方
法
】

　

健
康
診
査
の
実
施
医
療
機

関
で
個
別
に
予
約
の
う
え
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。
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◉
低
所
得
の
高
齢
者
向
け
の

　

年
金
生
活
者
等
支
援

　

臨
時
福
祉
給
付
金
と
は
…

　
「
一
億
総
活
躍
社
会
」の
実
現
に
向
け
、

賃
金
引
き
上
げ
の
恩
恵
が
及
び
に
く
い

低
年
金
受
給
者
へ
の
支
援
給
付
金
で
す
。

◉
支
給
額

　

一
人
に
つ
き
、３
万
円

◉
対
象
者

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支

給
対
象
者（
※
）の
う
ち
、平
成
28
年
度
中

に
65
歳
以
上
と
な
る
人（
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

※
平
成
27
年
度

　

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者

　

→
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
人
。

　

た
だ
し
、住
民
税
に
お
い
て
課
税
さ
れ

て
い
る
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
場
合
、

ま
た
、生
活
保
護
の
受
給
者
な
ど
は
対
象

外
で
す
。

※
平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象

者
で
あ
る
が
、申
請
を
し
な
か
っ
た
人
に

つ
い
て
も
、当
該
対
象
者
で
あ
れ
ば
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
臨
時
福
祉
給
付
金
対
象

者
で
あ
っ
て
も
、死
亡
し
た
人
は
対
象
に

な
り
ま
せ
ん
。

◉
基
準
日

　

平
成
27
年
１
月
１
日

※
基
準
日
時
点
で
住
民
票
が
小
竹
町
に

あ
る
人
が
対
象
で
す
。

◉
申
請
期
間

　

平
成
28
年

　

４
月
４
日（
月
）か
ら

　

平
成
28
年

　

７
月
４
日（
月
）ま
で

※
窓
口
受
付
は
、

平
日
の
８
時
30
分
か
ら
17
時
15
分
ま
で

　
（
木
曜
日
は
19
時
ま
で
）

　

申
請
期
間
外
は
、
申
請
を
受
け
付
け

ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
申
請
期
間
内
に
必

ず
ご
申
請
く
だ
さ
い
。

◉
申
請
方
法

①
前
述
の
対
象
者
を
確
認
し
、
該
当
す
る

場
合
は
送
付
し
て
い
る
申
請
書
に
必
要

事
項
を
記
入
、押
印
し
て
く
だ
さ
い
。

②
以
下
の
必
要
書
類
を
準
備
し
て
く
だ

さ
い
。

　
・
本
人
確
認
書
類
の
写
し　

　
・
口
座
確
認
書
類
の
写
し

③
申
請
書
と
必
要
書
類
を
同
封
の
返
信

用
封
筒
に
入
れ
、ポ
ス
ト
に
入
れ
て
く
だ

さ
い
。

※
窓
口
受
付
も
行
い
ま
す
。具
体
的
な
申

請
方
法
や
申
請
期
間
は
、各
市
町
村
で
異

な
り
ま
す
。

　

申
請
を
い
た
だ
い
た
後
、内
容
を
審
査

し
、
支
給（
不
支
給
）の
決
定
を
し
ま
す
。

決
定
の
場
合
は
、平
成
28
年
５
月
か
ら
支

払
い
予
定
で
す
。

対
象
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
人
に
は
、申
請
書
一
式
を
郵
送
済
み
で
す
。（
平
成
28
年
３
月
下
旬
）

同
封
の
返
信
用
封
筒
に
必
要
書
類
を
入
れ
、ポ
ス
ト
に
投
か
ん
し
て
く
だ
さ
い
。

窓
口
で
申
請
す
る
場
合
は
、左
記
の
申
請
受
付
会
場
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

（
注
）申
請
書
一
式
が
届
い
た
人
全
員
が
対
象
と
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
！
詳
し
く
は
、
右
記
の「
◉
対
象
者
」で
ご
確
認
く

　
　

だ
さ
い
。

※詳しくは、小竹町から郵送された「お知らせします。高齢者向け給付金。」チラシまたは

　小竹町ホームページ（http://town.kotake.jg.jp）でご確認ください。

※申請をいただいた後、内容を審査し、支給（不支給）の決定をします。決定の場合は、平

　成２８年５月から支払い予定です。

平成２８年４月４日（月）から、低所得者の高齢者向けの
年金生活等支援臨時福祉給付金の申請が始まります。
問い合わせ▶福祉課一般福祉係☎２・１２１９
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◉申請場所
　平成２８年４月４日（月）から
　平成２８年４月２８日（木）まで
　の期間は、申請受付会場が下記の場所になります。
　お間違えのないようご注意ください。

　※ 平成２８年５月２日（月）以降は、福祉課窓口（⑨
　　番）で受け付けます。

申請受付会場地図

入
口

入
口

会計課

福祉課

▶

駐
車
場

申請受付会場

駐車場

小竹町役場

小竹町役場
人

対象者診断チャート

◉
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど
が

　

Ａ
Ｔ
Ｍ（
銀
行
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

　

の
現
金
自
動
支
払
機
）の
操
作

　

を
お
願
い
す
る
こ
と
は
、
絶
対

　

に
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
自
分
で
操
作
し
て
、

　

他
人
か
ら
お
金
を
振
り
込
ん
で

　

も
ら
う
こ
と
は
絶
対
に
で
き
ま

　

せ
ん
。

◉
市
町
村
や
厚
生
労
働
省
な
ど

　

が
、「
低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け

　

の
年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福

　

祉
給
付
金
」を
支
給
す
る
た
め
に
、

　

手
数
料
な
ど
の
振
込
を
求
め
る

　

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

◉
現
時
点
で
、
市
町
村
や
厚
生
労

　

働
省
な
ど
が
住
民
の
皆
さ
ま
の

　

世
帯
構
成
や
銀
行
口
座
の
番
号

　

な
ど
の
個
人
番
号
を
照
会
す
る

　

こ
と
は
、絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

●○！

「
低
所
得
者
の
高
齢
者
向
け
の

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付
金
」の

“
振
り
込
め
詐
欺
”や
、“
個
人
情
報
の
詐
取
”に

ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　ご自宅や職場などに市町村や厚生労働省（の職

員）などをかたった電話がかかってきたり、郵便が

届いたりしたら、迷わず役場福祉課（☎２・１２１９）

や最寄りの警察署（または警察相談専用電話

（＃９１１０）にご連絡ください。
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役 場 か ら の お 知 ら せ

後期高齢者医療制度に加入している皆さまへ
平成２８年度および平成２９年度後期高齢者医療の保険料率改定のお知らせ
問い合わせ▶健康増進課保険年金係☎２・１２２４／後期高齢者医療お問い合わせセンター☎０９２６５１･３１１１

◇
平
成
28
年
度
お
よ
び

　

平
成
29
年
度
の

　

保
険
料
率
が

　

決
ま
り
ま
し
た

　

◇
保
険
料
額
の
算
出
方
法

　

個
人
ご
と
の
保
険
料
は
、
加
入
者
全

員
が
同
じ
金
額
を
負
担
す
る「
均
等
割

額
」と
、
個
人
ご
と
の
総
所
得
金
額
等

（
※
注
１
）に
応
じ
て
負
担
す
る「
所
得

割
額
」と
の
合
計
に
な
り
ま
す
。

◇
平
成
28
年
度
の

　

保
険
料
軽
減
措
置

◉
世
帯（
※
注
２
）の
所
得
額
等
に
応

じ
て
、均
等
割
額
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
注
２
…「
世
帯
」と
は
、
４
月
１
日
時
点

の
世
帯（
年
度
途
中
で
75
歳
に
な
る
人
、
県

外
か
ら
転
入
さ
れ
た
人
等
は
そ
の
時
点
）

が
基
準
と
な
り
ま
す
。

※
注
３
…「
軽
減
対
象
所
得
金
額
」と
は
、

基
本
的
に
は
総
所
得
金
額
等
と
同
じ
で
す

が
、公
的
年
金
の
場
合
は
、さ
ら
に
15
万
円

を
控
除
し
て
計
算
し
ま
す
。

※
注
４
…
平
成
28
年
度
か
ら
軽
減
対
象
の

拡
充
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

◉
低
所
得
者
に
つ
い
て
は
、
所
得
割
額

が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◉
そ
の
他
の
軽
減

◇
保
険
料
額
の
通
知
に
つ
い
て

　

保
険
料
額
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
７

月
に
送
付
予
定
の「
平
成
28
年
度
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
」

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

平成２６・２７年度 平成２８・２９年度 増減

均等割額 ５６,５８４円 ５６,０８５円 ４９９円減

所得割率 １１．４７％ １１．１７％ ０．３０ポイント減

賦課限度額 ５７万円 ５７万円 据え置き

※後期高齢者医療制度の保険料率は、２年ごとに改定されます。

保険料額
（年額）

＝
均等割額

５６,０８５円
＋

所得割額
〈総所得金額等※注１ ー３３万円〉

×１１．１７％ （所得割率）

※注１　「総所得金額等」とは、前年中の「公的年金等収入−公的年金等控除」、「給与収入−給与所得控
除」、「事業収入−必要経費」等の合計額で、各種所得控除前の金額です。

均等割額
軽減割合

軽減後の均等
割額（年額）

軽減の基準（同一世帯内の被保険者および世帯主
の軽減対象所得金額（※ 注３）の合計額で判定）

９割軽減 ５,６０８円
「３３万円以下」かつ「被保険者全員が年金収入
８０万円以下で、その他の所得がない」

８．５割軽減 ８,４１２円 ３３万円以下

５割軽減 ２８,０４２円 「３３万円＋２６万５千円 × 被保険者数」以下（※ 注４）

２割軽減 ４４,８６８円 「３３万円＋４８万円 × 被保険者数」以下（※ 注４）

均等割額
９割軽減

（軽減後の保険料）

年額５，６０８円

後期高齢者医療制度に加入
する前日まで社会保険（※ 注６）

の被扶養者であった人

※注６…社会保険とは、協会けん
ぽ（全国健康保険協会管掌保険）、
組合管掌保険、船員保険、共済組
合のことです。国民健康保険、国
民健康保険組合は該当しません。

所得割額は
かかりません

所得割額
軽減割合

対象となる人

５割軽減

総所得金額等が
９１万円以下の
人（※ 注５）

※注５…公的年
金 の み の 場 合
は、その収入が
２１１万円以下。
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引越しの際は、住所の異動手続きを忘れずに！
問い合わせ▶税務住民課住民係☎２・１２１７

　

５
月
15
日（
日
）、
小
竹
町
新

多
の「
山
の
里
自
然
農
園
」に

て
、
日
本
初
の「
ボ
タ
山
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
駅
伝
」が
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

園
内
の
周
回
コ
ー
ス（
約
１

㎞
）を
４
時
間
走
り
続
け
る
過

酷
な
レ
ー
ス
で
す
。

　

夏
に
は
多
く
の
人
が
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
狩
り
に
訪
れ
、
ひ

そ
か
に
観
光
地
と
し
て
人
気

も
高
ま
り
つ
つ
あ
る「
山
の
里

自
然
農
園
」。
園
内
の
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
の
花
が
咲
き
始
め
る

絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
中
、

楽
し
く
み
ん
な
で
ボ
タ
山
を

駆
け
抜
け
て
み
ま
せ
ん
か
！

も
ち
ろ
ん
歩
く
の
も
Ｏ
Ｋ
。

　

現
在
参
加
者
募
集
中
で
す
。

仲
良
し
グ
ル
ー
プ
や
町
内
会
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
で
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い

ま
す
！

〈
募
集
要
項
〉

◉
定
員　

50
チ
ー
ム

（
１
チ
ー
ム
10
名
ま
で
で
構
成
）

◉
参
加
費　

　

１
チ
ー
ム
五
千
円

　
　

＋

　

参
加
人
数
分

　

一
般
：
千
円
／
人

　

小
中
高
校
生
：
五
百
円
／
人

◉
申
込
方
法　

　

所
定
の
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
４
月
15
日

（
金
）ま
で
に
大
会
事
務
局
へ

郵
送（
Ｆ
Ａ
Ｘ
、持
参
可
）

◉
申
込
先　

ま
ち
づ
く
り

政
策
課
企
画
係（
Ｆ
Ａ
Ｘ
：

０
９
４
９
６
・
２
・
１
１
４
０
）

※
申
込
用
紙
は
、
役
場
、
町
中

央
公
民
館
、
ス
ー
パ
ー
セ
ン

タ
ー
ト
ラ
イ
ア
ル
他
に
て
配

布
し
て
い
ま
す
。
小
竹
町
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

日本初！こたけボタカン駅伝２０１６開催！
問い合わせ▶こたけボタカン駅伝２０１６実行委員会（担当：秋吉）☎０９０・７４６９・５８３３

◉入学・就職・転勤等による引越しで、住所を異動する人は、
①住民票の異動の届け出（転出届・転入届・転居届など）を　
　行ってください。

 〜他の市町村に転出・転入する場合〜

　　　　　　　　 【転出前に】
　　　　　　　　　  転出届を提出して転出証明書を受け取る

　　　　　　　　　 【転入した日から１４日以内に】
　　　　　　　　　  転出証明書を添えて転入届を提出

 〜小竹町内で転居する場合〜

　　　　　　　  【転居した日から１４日以内に】
　　　　　　　　　  転居届を提出

②マイナンバーの「通知カード」、「マイナンバーカード（個人 
　番号カード）」、「住民基本台帳カード」の住所変更の届け出
　も、お忘れなく！

小竹町役場

引越先の市町村

◉住民票の住所の異動届（転出届・転入届・転居届など）　
　は、国民健康保険、国民年金、選挙人名簿への登録など
　につながる大切な手続きです。

◉住民の皆様に送付している、

　▶マイナンバーの
　　「通知カード」　　

　▶身分証明書となる
　　「マイナンバーカード」　
　　（個人番号カード）

これらの「住所」は最新のものにする必要があります。
市区町村窓口での「正確な住所の届け出」が必要です！

（正当な理由がなく住民票の異動の届け出をしない場合、５万円以下の過料
に処されることがあります。）

小竹町役場
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読書の森
図書室にある本を紹介しています。

日本名作おはなし絵本　きんたろう
杉山　亮／文　竹内道雅／絵　
小学館

開館時間　　８：３０〜１７：１５
問い合わせ　中央公民館　☎２・０４５２

　さがみの国のあしがら山に生まれた力持ちの赤ん坊。き
んたろうと名付けられ、すくすくと育ちました。熊とすも
うをとって投げ飛ばしたり、森の動物たちとも仲良しで
す。
　ある日、りっぱな武士がやってきて、きんたろうをあず
かり、りっぱな武士に育てたいと言って、京の都へ連れて
行きました。
　きんたろうもりっぱに鬼退治するのですよ。熊とすもう
をとっているばかりではありません。知っているようで、
みんな知らないかも。きんたろうには諸説あるらしいです
が、まずはこれから知りましょう。

おおきくなるの
ほりうち せいいち／作・絵　
福音館書店

アリスのままで
リサ・ジェノヴァ／著　古屋美登里／訳
キノブックス

　ハーバード大学の心理学教授５０歳のアリスは、まさ
に人生の充実期を迎えていた。ところがある日、いつもの
コースでジョギングをしていると自分のいる場所が分か
らなくなる。２５年親しんだ街の道が頭の地図に浮かばな
いのだ。ポストイットに記されたやるべきことのリストの
内容が浮かばない。
　神経科医を訪れたアリスは、認知記憶パーフェクトだっ
たにも関わらず、近時記憶にばらつきが見られ、「若年性ア
ルツハイマー病」の宣告を受けてしまいます。しかし、それ
は３人の子どもたちに５０％の確率で遺伝してしまう家族
制だった。
　第７２回ゴールデン・グローブ賞、第８７回アカデミー賞
で、主演のジュリアン・ムーアが主演女優賞を取った映画

（昨夏、日本公開）『アリスのままで』の原作本です。

精神科医が教える
覚えない記憶術
樺沢紫苑／著　
サンマーク出版

５月号から「読書の森」が変わります。乞うご期待！
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今月の健康行事
▶小竹町立病院で火曜日に各種予防接種を実施し
　ています。都合により実施していない場合もあり
　ますので、詳しくは小竹町立病院へお問い合わせ
　ください。
　※ 要予約・・・小竹町立病院☎２・０２８２
▶内容によっては事前に予約が必要なものや対象
　者が限られる場合がありますので、保健センター
　に問い合わせください。
▶ウォーキング教室は、上靴、水筒、タオルを持参し
　てください。

 問い合わせ…保健センター☎２・１８６４

４月
２０日（水）： ウォ−キング教室

１０時〜１０時３０分
町民体育館

２５日（月）： ウォ−キング教室
１０時〜１０時３０分
町民体育館

５月
１０日（火）： 乳児健診

１３時１５分〜１３時４５分
保健センター

１３日（金）： ウォ−キング教室
１０時〜１０時３０分
町民体育館

平
成
28
年
度

成
人
用
肺
炎
球
菌
の

予
防
接
種
に
つ
い
て

医療機関名 所在地
電話番号

（０９４９６）

加来医院 勝野３５４７−２ ２・００５５

医療法人菊地医院 御徳１９７２−２ ２・１８６１

林医院 新山崎１０３９−１ ２・８００８

小竹町立病院 勝野１１９１ ２・０２８２

　肺炎球菌による肺炎は、成人の
肺炎の２５〜４０％を占め、特に高
齢者での重篤化が問題になって
います。肺炎の他にも気管支炎や
敗血症などを引き起こすことも
あります。肺炎球菌感染症の発生
や重症化予防のため、予防接種を
受けることをお勧めします。

①平成２８年度定期接種対象者（本年度限り）

　次のうち、今までに一度も接種を受けたことがない人で、接種を
希望する人
※今までに成人用肺炎球菌ワクチンの接種を受けたことがある人
　は対象外です。

◉６５歳となる人 …
昭和２６年４月２日から
昭和２７年４月１日までに生まれた人

◉７０歳となる人 …
昭和２１年４月２日から
昭和２２年４月１日までに生まれた人

◉７５歳となる人 …
昭和１６年４月２日から
昭和１７年４月１日までに生まれた人

◉８０歳となる人 …
昭和１１年４月２日から
昭和１２年４月１日までに生まれた人

◉８５歳となる人 …
昭和６年４月２日から
昭和７年４月１日までに生まれた人

◉９０歳となる人 …
大正１５年４月２日から
昭和２年４月１日までに生まれた人

◉９５歳となる人 …
大正１０年４月２日から
大正１１年４月１日までに生まれた人

◉１００歳となる人 …
大正５年４月２日から
大正６年４月１日までに生まれた人

◉６０歳以上６５歳未満で、心臓やじん臓、呼吸器に重い病気がある
　人（身体障害者手帳１級程度）およびヒト免疫不全ウイルスによ
　り日常生活がほとんど不可能な程度の障害をもつ人

②接種料金　２,５００円

　※生活保護受給者は無料です。医療機関に、診療依頼書または生
　　活保護受給証明書を提示してください。

③予防接種が受けられる医療機関

　医療機関は、福岡県内の指定医療機関で受けられます。かかりつ
け医にご相談ください。事前に予約が必要です。
　小竹町内での実施医療機関は左記のとおりです。

④接種期間

　平成２８年４月１日から平成２９年３月３１日まで

小竹町健康づくり推進員を募集します！
　町民の健康づくりの輪を広げるために、各種健

（検）診や研修会参加への呼びかけを行う団体です。

◉対象者　　町内に在住で、健康づくりに関心があ
　　　　　　る人
◉会費　　　年間１,０００円
　　　　　　※ 新規加入者はユニホーム代として
　　　　　　　１,５００円が必要です。
◉申込締切　４月１５日（金）
◉申込先　　小竹町保健センター
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暮らしの情報

毎週木曜日は
窓口業務を午後７時まで
延長しています
▷祝日は除きます
▷業務内容によっては、
　当日処理ができない
　場合があります

のおがた警察署　街頭犯罪だより

直方警察署　☎０９４９−２２−０１１０

ー メール配信を登録すれば、注意報・警報があなたの携帯電話に自動で送られてくる！！ ー

防災メール「まもるくん」　　http://www.bousaimobile.pref.fukuoka.lg.jp/

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会

無
料
法
律
相
談

【
日
時
】４
月
８
日（
金
）12
時
か
ら
13
時

ま
で
受
付
、13
時
開
始

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】小
竹
町
社
会
福
祉
協
議

会
☎
２
・
２
０
２
８

補
聴
器
交
付（
修
理
）

巡
回
相
談

【
日
時
】４
月
21
日（
木
）10
時
か
ら
11
時

ま
で

【
場
所
】小
竹
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

図
書
室（
二
階
）

【
持
参
す
る
も
の
】身
体
障
害
者
手
帳
、

印
か
ん
、補
聴
器

◉
交
付（
修
理
）を
受
け
た
場
合
は
、世
帯
の

負
担
能
力
に
応
じ
て
費
用
が
必
要
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】福
祉
課
一
般
福
祉
係
☎

２
・
１
２
１
９

行
政
相
談
を

受
け
付
け
ま
す

【
日
時
】４
月
26
日（
火
）10
時
か
ら
12
時

ま
で

【
場
所
】役
場
１
階
ロ
ビ
ー

◉
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
厳
守
さ
れ

ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】ま
ち
づ
く
り
政
策
課
ま

ち
づ
く
り
推
進
係
☎
２
・
１
２
１
４

く
ら
し
・
し
ご
と
・
家
計

困
り
ご
と
相
談
室（
出
張
相
談
会
）

【
日
時
】4
月
15
日（
金
）10
時
か
ら
16
時

ま
で
※
前
日
ま
で
に
要
予
約

【
場
所
】小
竹
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー（
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
横
）研
修
室

【
対
象
】町
内
在
住
の
人

◉
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
自
立
相
談
支
援

事
務
所
☎
０
９
３
・
２
０
３
・
１
６
３
０

平
成
28
年
度

県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

【
業
務
内
容
】県
の
施
策
・
制
度
に
つ
い

て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答（
年
３
回

程
度
）、県
政
へ
の
提
案（
随
時
）

【
募
集
資
格
】県
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

人（
平
成
28
年
４
月
１
日
現
在
）

※
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
員
、常
勤
の

公
務
員
、
平
成
26
・
27
年
度
県
政
モ
ニ

タ
ー
経
験
者
を
除
く
。

【
謝
礼
】図
書
カ
ー
ド
も
し
く
は
Ｑ
Ｕ
Ｏ

カ
ー
ド
を
進
呈

【
募
集
期
間
】５
月
31
日（
火
）ま
で（
当

日
消
印
有
効
）

【
応
募
方
法
】郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、ネ
ッ
ト
申

請
、
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
応
募
は
が
き
配
布
場
所
】小
竹
町
役
場

そ
の
他
市
町
村
窓
口
、県
庁
総
合
案
内
、

県
総
合
庁
舎
、
ア
ク
ロ
ス
福
岡
文
化
観

光
情
報
ひ
ろ
ば
な
ど

【
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
】県
県
民
情

報
広
報
課
広
聴
係
☎
０
９
２
・
６
４
３
・

３
１
０
３

福
岡
県
介
護
保
険
広
域
連
合

鞍
手
支
部

嘱
託
員
採
用
試
験

　

利
用
者
実
態
調
査
型
ケ
ア
プ
ラ
ン
点

検
業
務
等
の
た
め
、
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）を
募
集
し
ま
す
。

【
募
集
資
格
】介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）の
資
格
を
有
し
、実
務
試

験
が
５
年
以
上
の
人
。
自
家
用
車
で
調

査
活
動
が
で
き
る
人
な
ど
。

【
募
集
人
数
】1
名

【
雇
用
期
間
】平
成
28
年
６
月
１
日（
水
）

か
ら
平
成
29
年
３
月
31
日（
金
）ま
で

※
週
29
時
間（
４
日
）勤
務
・
更
新
可
能

【
報
酬
】月
額
20
万
円（
健
康
・
雇
用
保
険

加
入
）、交
通
費
有
り

【
申
込
期
間
】４
月
１
日（
金
）か
ら
５
月

16
日（
月
）ま
で（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

【
申
込
用
紙
配
布
場
所
】介
護
保
険
広
域

連
合
鞍
手
支
部
お
よ
び
遠
賀
支
部
、
役

場
福
祉
課

【
問
い
合
わ
せ
】介
護
保
険
広
域
連
合
鞍

手
支
部（
宮
若
市
）☎
０
９
４
９
・
３
４
・

５
０
４
６

平
成
28
年
度
自
衛
隊
幹
部

候
補
生
採
用
試
験

【
問
い
合
わ
せ
】自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力

本
部 

飯
塚
地
域
事
務
所
☎
０
９
４
８
・

２
２・４
８
４
７

■管内街頭犯罪発生状況
２月中 平成２８年累計
件数 件数 前年比

車上ねらい ２件  ３件 −１６件
自転車盗 ４件 １４件 −７件
空き巣 ４件 ７件 −２件

相
談

募
集

募集種目 資格 受付
期間

１次
試験日

陸
上

大学程度試験（一般要員） ◉大学程度試験
・２２歳以上２６歳未満の人
・２０歳以上２２歳未満で大学を卒
業した人（見込含む。）
◉院卒者試験
修士課程修了者等（見込含む。）
で、２０歳以上２８歳未満の人
※大学程度試験と院卒者試験の併願可
※資格年齢は、平成２９年４月１日現在

５月
６日

（金）
まで

５月
１４日

（土）・
１５日

（日）
※１５日
は飛行要
員のみ

院卒者試験（一般要員）

海
上

大学程度試験（一般要員・飛行要員）

院卒者試験（一般要員）

航
空

大学程度試験（一般要員・飛行要員）

院卒者試験（一般要員・飛行要員）

ニセ電話詐欺
（福岡県内 平成２８年１月末）

被害額 ３,０２０万円
阻止額 ５,６９８万円

だまされないで！
　警察が電話で暗証番号を聞いたり、現金や通帳等を要求す
ることはありません。
給付金の支給に便乗した特殊詐欺にご注意を！

電話でお金はすべて詐欺！すぐに相談・１１０番！



19 ひまわりだより

人の動き　　　月末現在 ごみの量　　月末現在 交通事故の発生件数
月末現在・（　）は前年同月比

garbage of fefuse-derived fuelpopulation a traffic accident

　２月中 ２月末累計
発生件数 3 件（＋ 2 ） 8 件（＋ 4 ）

死者数 0 人（± 0 ） 0 人（± 0 ）

傷者数 3 人（＋ 1 ） 11 人（＋ 6 ）

■ 人　口 8,142 人
男性 3,852 人 女性 4,290 人
出生 1 人 死亡 10 人
転入 30 人 転出 28 人

■ 世帯数 3,962 世帯

  136,920 kg （前月比 − 9,870 kg）

ごみの減量と資源回収にご協力お願いします
資源回収事業として、紙類・衣類は資源回収団体
の皆さんが役場前で回収（月１回）しています。

▶回収日 ４月１７日（日）９時から１２時まで

2 2
2

第
21
回
福
岡
県
認
定

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
の

認
定
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

　

福
岡
県
で
は
、
資
源
の
循
環
お
よ
び

廃
棄
物
の
減
量
の
促
進
を
図
り
、
循
環

型
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

に
、「
福
岡
県
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
認
定
制

度
」を
創
設
し
、
品
質
、
安
全
性
等
に
つ

い
て
一
定
の
基
準
を
満
た
す
リ
サ
イ
ク

ル
製
品
の
認
定
を
行
い
、
そ
の
利
用
促

進
を
図
っ
て
い
ま
す
。こ
の
度
、次
の
と

お
り
第
21
回
の
認
定
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

【
受
付
期
間
】４
月
６
日（
水
）か
ら
４
月

19
日（
火
）ま
で

【
認
定
対
象
製
品
】建
設
資
材
17
品
目

※
申
請
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
可
。（http://w

w
w

.recycle-
ken.or.jp/nintei/index.htm

l

）

【
申
請
先
】公
益
財
団
法
人 

福
岡
県
建

設
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー

【
問
い
合
わ
せ
】福
岡
県
環
境
部
循
環
型

社
会
推
進
課
リ
サ
イ
ク
ル
係
☎
０
９

２
・
６
４
３
・
３
３
７
２

ア
フ
リ
カ
へ
毛
布
を
送
る

運
動
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

今
も
な
お
、
厳
し
い
自
然
環
境
や
社

会
情
勢
の
中
、
ア
フ
リ
カ
で
は
あ
な
た

が
送
る
一
枚
の
毛
布
を
待
ち
望
ん
で
い

ま
す
。
毛
布
一
枚
に
つ
き
送
料
が
千
円

必
要
で
す
。毛
布
だ
け
、送
料
だ
け
で
も

構
い
ま
せ
ん
。ま
ず
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】５
月
31
日（
火
）

【
問
い
合
わ
せ
】明
る
い
社
会
づ
く
り
運

動
推
進
協
議
会（
谷
口
さ
ん
）☎
２
・
７

０
５
５

遠
賀
川
環
境
保
全
活
動
団
体

支
援
助
成
事
業

　

遠
賀
川
流
域（
支
流
を
含
む
）で
、
河

川
の
水
質
の
改
善
等
を
目
的
と
し
た
環

境
保
全
活
動
を
行
う
住
民
団
体
等
に
対

し
て
、そ
の
活
動
費
を
助
成
し
ま
す
。

【
対
象
団
体
】会
員
数
５
名
以
上
の
団
体

【
対
象
活
動
】除
草
・
清
掃
活
動
、
水
質
・

生
物
調
査
、普
及
啓
発
活
動
等

【
助
成
対
象
活
動
期
間
】平
成
28
年
６
月

か
ら
平
成
29
年
１
月
ま
で

【
助
成
内
容
】１
団
体
あ
た
り
上
限
10
万
円

愛
の
と
も
し
び

小
竹
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

■
香
典
返
し

故　

渡
邊　
　

武　

様（
赤
地
区
）

遺
族　

渡
邊　

正
治　

様

未成年の飲酒は、からだや心の発達が盛んな時期に悪影響を与えます

お酒は二十歳になってから 〜４月は未成年者飲酒防止強調月間です〜　　　福岡国税局・税務署

【
申
込
期
間
】４
月
１
日（
金
）か
ら
４
月

28
日（
木
）ま
で

【
問
い
合
わ
せ
】北
九
州
市
上
下
水
道
局

水
質
試
験
所
☎
０
９
３
・
６
４
１
・
５
９

４
８

第
３
回
宮
若
体
験
型
婚
活

温
泉
宿
コ
ン
♥

【
日
程
】５
月
21
日（
土
）16
時
チ
ェ
ッ
ク

イ
ン
→
５
月
22
日（
日
）11
時
解
散

【
集
合
場
所
】脇
田
温
泉
喜
楽
荘

【
対
象
者
】25
歳
か
ら
45
歳
ま
で
の
独
身

男
女
※
定
員
30
名（
男
女
各
15
名
）

【
参
加
費
】一
人
に
つ
き
一
万
五
千
円

（
１
泊
２
食
付
き
）

※
当
日
は
免
許
証
等
の
身
分
証
明
書
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

【
申
込
方
法
】メ
ー
ル
も
し
く
は
申
込

フ
ォ
ー
ム
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（http://w

akam
iya-shokokai.

jp/konkatsu

）

【
主
催
】若
宮
商
工
会
青
年
部

【
問
い
合
わ
せ
】若
宮
商
工
会
こ
ん
か
つ

係
☎
０
９
４
９
・
５
２
・
０
６
４
０（
土

日
祝
日
を
除
く
９
時
か
ら
17
時
ま
で
）

婚

距離 学年等 男子１位 タイム 女子１位 タイム

１
km

小１ 春木晄太郎 ４分３４秒 村山 日和 ４分４９秒

小 2 江川 大河 ４分１８秒 塩川 七海 ４分２２秒

１.５
km

小 3 立花 聖斗 ５分４８秒 大屋 芙月 ６分２５秒

小 4 北原 嵩真 ５分４８秒 吉﨑 美桜 ５分３１秒

２
km

小 5 宮房 滉斗 ７分４５秒 清藤 朱音 ８分２３秒

小 6 塩川 啓太 ７分１０秒 江口 麻央 ７分５３秒

３
km

中１ 西垣内和輝 １０分０１秒 坂口 綾音 １２分３７秒

中 2 辻 伊吹 ９分５５秒 江藤 優花 １１分５３秒

中 3 石山 英樹 ９分４１秒 山方 成望 １３分２３秒

一般 内村 要介 １１分１３秒 西井裕紀子 １４分３８秒

５
km

一般 藤田 裕也 １７分００秒 宮崎 希 ２２分２３秒

※各種目１位のみ掲載（敬称略）

第９回
小竹ふるさと
マラソン
大会結果

　

２
月
14
日（
日
）に
行
わ

れ
た
、ふ
る
さ
と
マ
ラ
ソ
ン

大
会
の
結
果
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
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Town's topics

み ん な の ひ ろ ば
　

教育委員会のお知らせ
問い合わせ▶教育課学校教育係☎２・１９６１

　町内各小・中学校の始業・入学式について、お知らせし
ます。

◉どんど焼きをしました〜赤地区自治会〜

　１月３１日、第７回赤地区どんど焼きを公民館広場で開

催しました。資材などの搬入、組み立て作業をみんなで行

い準備を済ませた後、自治会の皆さんの健康や安全を祈願

しておはらいをしました。消防第４分団の協力のもと、さ

る年生まれの人が火の付いた矢を弓で放ちました。火が勢

いよく高々と燃え上がると、参加者たちから「わあ、すご

い」と拍手が起こりました。その後、みんなで焼き餅や豚汁

などを食べて温まりながら、親睦を深めました。

◉健康ウオーキング
　３月１２日、健康ウオーキングが開催されました。今年は

新山崎区〜南良津区〜兵丹区を通るウオーキングコース

Ｂコース（約６㎞）を約２時間練り歩きました。寒の戻りと

開始直前の雨でまだまだ寒い中ではありましたが、道中に

は背を伸ばしたつくしが見られ、春の訪れを感じることが

できました。参加者の皆さんは、観音堂や須賀神社などの

歴史に触れながら、参加者同士楽しく会話を弾ませ日頃の

運動不足を解消していました。

◉「小竹ココだけオンリーワン」トイレ

　本町の南北を流れる美しい遠賀川を眺めながら、空から

舞い下りる空間の中で用を足してみませんか？きっと大

人も子どもも、みんな笑顔になることでしょう。

　現在、町では、他の市町村には見られない、小竹町にしか

ない『小竹ココだけオンリーワン 小粒でもキラリ輝く 観

光まちづくり』を進めています。「訪れた人を喜ばせたい」

その一心で、おもてなしをさせていただきます。来庁の際

には、ぜひ庁舎１階の多目的トイレをご利用ください。

記事と写真の提供▶赤地区自治会長　増田義人さん

始業式
各小学校
小竹中学校

４月７日（木）

入学式
各小学校 ４月１２日（火）

小竹中学校 ４月１１日（月）


